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マチを好きになるアプリ

・行政情報アプリ「ｉ広報
　紙」が「マチイロ」として
　リニューアル！
・ダウンロードはこちらから
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【毎月1日・15日発行】

新たなる飛躍を祝福新たなる飛躍を祝福
　岩崎で幼少期を過ごし、大正から昭和初期にかけて内
務大臣などを務めた水野錬太郎氏の功績を語り継ぐ水野
顕彰会（石川恭助会長）が、３月５日に湯沢東小学校６
年生（岩崎地区出身）１４人に記念品を贈呈しました。
　贈呈式では、錬太郎氏の孫で東京・上野の森美術館長
の水野政一さんが、児童に英和辞典を手渡しました
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　岩崎で幼少期を過ごし、大正から昭和初期にかけて内
務大臣などを務めた水野錬太郎氏の功績を語り継ぐ水野
顕彰会（石川恭助会長）が、３月５日に湯沢東小学校６
年生（岩崎地区出身）１４人に記念品を贈呈しました。
　贈呈式では、錬太郎氏の孫で東京・上野の森美術館長
の水野政一さんが、児童に英和辞典を手渡しました
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湯沢市介護予防
キャラクター
「まめっち」

○総合事業の訪問型・通所型および配食サービスを利用できるかた
　①4月1日以降に要支援1、2と認定されたかた
　②「基本チェックリスト」により「総合事業対象者」と判定されたかた
※介護認定を受ける必要がないので、迅速にサービスが利用できます。

○一般介護予防事業は65歳以上の全てのかたがご利用できます

平成29年4月からスタート！平成29年4月からスタート！

現在の介護保険制度

4月以降の介護保険制度

要介護認定1～5を
受けたかたに行われ
る介護サービス

介護給付

予防給付

要支援認定1、2を受けたかたに行われる介護サービス

短期入所（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）
訪問看護
福祉用具貸与
訪問リハビリなど

訪問介護
通所介護

訪問型サービス
通所型サービス

配食など
その他の
生活支援
サービス

介護予防事業

一般介護予防事業

変更なし
全て今まで通り
利用できます

変更なし
全て今まで通り
利用できます

総
合
事
業

市で受けられる総合事業サービス

訪問型サー
ビス
(ホームヘ
ルプ )

通所型サー
ビス
(デイサー
ビス）

配食等その
他の生活支
援サービス

介護が必要なかた
へのサービス

生活支援サービス 短期集中予防サービス 住民主体による
サービス（準備中）

訪問介護相当サービス

ホームヘルパーによる
身体介護・生活援助を
行います

通所介護相当サービス

通所介護施設で日常生
活において必要な支援
を行います

高齢者食事サービス

栄養改善を目的とした配食や一人暮らし高齢者のかたへの
安否確認を兼ねた配食を行います

自立支援デイサービス

いつまでも自分らしく
暮らせるよう、社会参
加できる場を提供し、
介護予防のために必要
と認められる日常生活
支援を行います

まめで元気教室

生活機能を改善するた
めに、身体や口の動き・
飲み込みの動作を鍛え
たり、調理実習を開催
したり、栄養状態の改
善に向けた支援を3～
6カ月の短期間で実施
します

地域デイサービス

体操、運動等の活動や
趣味活動、定期的な交
流会、サロン、会食な
どを行います

自立支援訪問サービス

外出時の援助や調理、
掃除、ごみの分別、ご
み出しその他介護予防
のために必要な日常生
活支援を行います

短期訪問指導サービス

保健師等が家庭訪問し、
体力の維持・改善およ
び外出の機会が増える
ような支援・助言等を
3～6カ月までの短期
間で実施します

助け合い訪問サービス

買い物代行や調理、ご
み出し、電球の交換等
簡単な家事援助を行い
ます

次ページで平成29年度
参加者を募集します！

一
般
介
護
予
防
事
業
（
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

○心と体の元気アップ教室
　介護認定を受けていない元気な高齢者を対象に、寝たきりの原因となる転倒骨折を予防す
る筋力アップやバランス能力を養う体操、口腔機能の向上を目的とした口腔体操等をするな
ど、介護予防を目的とした教室です。

○介護予防サポーター養成講座
　地域で活躍できる元気な高齢者のかたなどを対象に、介護予防に関する正しい知識と具体
的な介護予防の方法を習得してもらい、地域で自主的に介護予防活動や介護予防事業に即戦
力ボランティアとして活動する人材を育成する講座です。

○元気ひろげ塾
　介護予防活動に関心のある町内に保健師等が出向き、介護予防を目的とした運動、口腔体操、
脳トレなどを3カ月程度指導し、自主活動に向けて支援します。

○まめでにっこり会
　主に介護予防サポーター養成講座を修了したかたが世話役になり、誰でも気軽に立ち寄れ
る介護予防の集いの場です。申し込み不要ですのでご自由に参加ください。

・湯沢市勤労青少年ホーム2階（第2、第4木曜日／午後1時30分～3時）
・稲川農村環境改善センター多目的ホール（第1、第3水曜日／午後1時30分～3時）

す

を行 ます
す

　これまで要支援1、2のかたを対象とした訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護
（デイサービス）は、全国一律の基準により提供してきましたが、総合事業では、さまざまな
生活支援の要望に応えるため、これまでと同様のサービスに加え、多様な担い手による新
しいサービスを提供します。
　いつまでも自分らしく暮らすためにも、総合事業を利用して自立した生活を続けましょう。

要支援 1、2と認定されたかたの
訪問介護と通所介護が
「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）に
変わります
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ちょっと気になるあれこれ・・・

　今まで使っていた
デイサービスやヘル
パーは使えなくなる
の？

　総合事業の中でもこれまでの訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）、および通所介護（デイサービ
ス）と同じサービスを提供しますので、今まで通
りのサービスを受けることができます。

　訪問型および通所型
サービスだけを利用す
る場合の手続きは？

Ｑ

対象者は
　①支援認定のあるかた、②基本チェック
リストで総合事業の対象になったかたで、
いずれも通所型サービスを利用していな
いかたです。

　会場はご希望に添えるよう調整します。　
　集団教室のため申込時期によっては希
望する時期に参加できない場合もありま
すので、申し込みはお早めに♪

○申し込み
　長寿福祉課地域包括支援センター
　（☎78-2311）

まめで元気教室の参加者募集

運動機能向上プログラム
①からだ元気教室

　運動機能は適切に鍛えることによって、高齢
になってもその能力は向上するといわれていま
す。専門の指導員が、柔軟体操や筋力トレーニ
ングなどを指導します。
・回　数　週1回、1回2時間程度、
　　　　　3～6カ月間
・費　用　1回430円
・定　員　10人程度

栄養改善プログラム
② 食べて元気教室

　「食事」は生活の楽しみであるとともに、健康な身体
をつくり体力を維持するために、とても大切です。管理
栄養士が調理実習等を通して食事の摂り方のポイントな
どをご紹介します。
　・回　数　1カ月2～3回、1回2時間程度、
　　　　　　3～6カ月間
　・費　用　1回410円と
　　　　　　食材費（1回
　　　　　　 300円程度）
　・定　員　5～6人程度 

口腔機能向上プログラム
③ お口元気教室

　楽しく毎日を過ごすためには、お口の健康を保つことが重要です。
　むせやお口の渇きの予防方法や、気軽にできる口腔体操の方法を
歯科衛生士がご紹介します。
　・回　数　2週間に1回程度、1回1時間程度、3～6カ月間
　・費　用　1回410円
　・定　員　5人程度

基準に該当すれば総合事業対象者となり、「まめで元気教室」をはじめとした総合事業サービスを利用できます。

　該当したかたは、
積極的に介護予防に
取り組みましょう！

※基本チェックリストは、4月1日以降に原則長寿福祉課
または各支所窓口で、確認が必要になります。どうしても
来庁できないかたは下記へご連絡ください。

○問い合わせ　長寿福祉課地域包括支援センター（☎78-2311）

Ｑ

Ａ

Ａ 　総合事業の訪問型および通所型サービスのみが
必要なかたは要支援認定がなくてもサービスを利
用することができます。詳しくは担当のケアマネ
ジャーまたは地域包括支援センターに問い合わせ
ください。

回　答
（いずれかに○を
　付けてください）

質問項目No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

バスや電車で１人で外出していますか

日用品の買物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

15分位続けて歩いていますか

この1年間に転んだことがありますか

転倒に対する不安は大きいですか

6ヵ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか

身長　　 　　ｃｍ　　　体重 　　　　　　　ｋｇ　　（ＢＭＩ＝ 　　　　　　　　）（注）

半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

お茶や汁物等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

週に1回以上は外出していますか

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない

（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝0点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝0点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝0点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

はい＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝1点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝1点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝1点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

いいえ＝0点

1～20番まで
で10点以上で
該当

3点以上で
該当

2点で
該当

2点以上で
該当

【基本チェックリスト】

（注） ＢＭＩ＝体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m) が18.5未満の場合に1点とする。

16番が
いいえ
だと該当

1点以上で
該当

2点以上で
該当
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　平成26年4月に実施した消費税率の引上げによる影響を緩和するため、所得の
少ないかたに対して、制度的な対応を行うまでの間、暫定的・臨時的な措置とし
て臨時福祉給付金（経済対策分）が支給されます。

　支給対象者

①　平成28年1月1日において、湯沢市の住民基本台帳に登録されている人
②　平成28年度分の市民税（均等割）が課税されない人
　ただし、次の場合は対象外です。
　　・平成28年度市民税課税者の扶養になっている人
　　　（控除対象配偶者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族、青色事業専従者および青色
　　　事業専従者等）
　　・基準日に16才未満のかたで、生計を一にする保護者が課税されている人
　　・生活保護受給者等

　支給額

　対象者1人につき15,000円　（支給は1回です）

　申請書の受け付け

　申請書は支給対象となる可能性のある人に郵送します。
　また、支給対象者であっても、申請書を提出しない人にはお支払いできません。

　添付書類

　本人確認資料（運転免許証・旅券・健康保険証等の写し）を添付してください。

　受け取り方法

　新たに金融機関口座を指定する必要がある人については、通帳の写しを添付してください。
　ただし、前回の臨時福祉給付金と同じ金融機関口座に振り込みを希望するときは、通帳の写し
は不要です。

　受け付け窓口

　・受付場所　市役所本庁舎 1階市民ロビー窓口または各総合支所市民サービス班窓口
　・受付期間　3月24日㈮～6月30日㈮
　・受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
　・問い合わせ　給付金専用電話（☎79－5686）または福祉課地域福祉班（☎73－2122）

　病気や障がい等の理由により歩行が困難である等、一人では申請書の
作成・提出が困難な場合は、福祉課地域福祉班（☎73－2122）またはお
近くの民生児童委員にご連絡ください。

臨時福祉給付金を装った「詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。注意

懐かしい未来へ！

地方創生通信 ＩＣＴで地域医療確保ＩＣＴで地域医療確保
　市では、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、往診や訪問診療、在宅での見守り等テレビ電話を通して、遠方にいて
も診察ができる医療体制の構築に向け積極的に取り組んでいます。

●問い合わせ　健康対策課　☎73-2124

湯沢市遠隔診療実証試験事業湯沢市遠隔診療実証試験事業
　平成29年度も遠隔診療の可能性を探るため実証試験を継続し、往診、訪問診療、施設の嘱託医負担軽減、慢性疾患
や終末期の看取りなどに遠隔診療を利用できないか、さらなる実証を重ねていきます。

　湯沢市雄勝郡医師会の医師の皆さんの協力の下、皆瀬地域を中心に平成28年12月から平成29年2月まで実証試験を
行いました。この間、テレビ電話やバイタル（体温、脈拍、呼吸、意識、血圧等）が遠方においても、通信できる環
境にあるか、また、住民の皆さんの遠隔による診察の受け入れは可能かなど延べ30回以上の実証を行いました。

国の交付金（地方創生加速化交付金）を活用して遠隔診療実証試験を実施国の交付金（地方創生加速化交付金）を活用して遠隔診療実証試験を実施

　湯沢市雄勝郡の医師不足は深刻です。少しでも医師の皆さんの負担の軽減を図り、地域医療を
確保するためには、さまざまな方策で取り組むことが重要となります。

▲12月訪問診療 ▲1月訪問診療 ▲2月皆瀬診療所と遠隔

無線で体温等のデータを
即時送信

患者宅・施設

診療イメージ

インターネット

医師・診療所

▲

▲

▲

▲
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○
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水
道
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始
・
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届
け
出
も
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れ

　
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
印
鑑
を
持
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の
上
、
水
道
課
窓
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開
始
・
中
止
予
定
日
の
三
営
業
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に
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い
。
給
水
の
開

　
始
・
中
止
の
際
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人

　
の
立
ち
合
い
が
必
要
で
す
。

　
・
新
た
に
水
道
を
開
始
す
る
と
き
（
水
道

　
　
開
栓
届
）＝
開
始
し
た
日
か
ら
の
料
金

　
　
が
請
求
さ
れ
ま
す

　
・
水
道
の
中
止
を
す
る
と
き
（
水
道
閉
栓

　
　
届
）＝
中
止
を
し
た
日
ま
で
の
料
金
精

　
　
算
が
あ
り
ま
す

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

　
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か

　
た
が
転
出
す
る
場
合

　
　
同
時
に
転
出
す
る
世
帯
員
の
中
に
、
住

　
基
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
の
か
た
が
い
る
場
合
は
、
転
入
届
の

　
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
転
入
先
市
町
村

　
で
「
転
出
証
明
書
」
の
添
付
を
省
略
し
た

　
転
入
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま

　
た
、
カ
ー
ド
を
継
続
し
て
使
用
で
き
る
よ

　
う
に
な
り
ま
す
。
届
け
出
す
る
際
に
提
示

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※

一
定
の
届
出
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や
、
一

時
停
止
・
廃
止
な
ど
の
カ
ー
ド
で
は
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

　
・
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　
　
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　
・
住
民
異
動
の
届
け
出
　
市
役
所
本
庁
舎

　
　
市
民
課
住
民
班
（
☎ 

73
2
1
1
6
）、

　
　
稲
川
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
（
☎

　
　
42
2
1
1
1
）、
雄
勝
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　
　
ビ
ス
班
（
☎
52
2
1
1
1
）、
皆
瀬
総
合

　
　
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
（
☎
46
2
1
1
1
）

　
・
水
道
の
届
け
出
　
水
道
課
管
理
業
務
班

　
　（
☎
73
2
1
6
5
）

住
民
異
動
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

住
民
異
動
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

住
民
異
動
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
に
よ
り
引
っ
越
し
を
す
る
か
た
が
多
く
な
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
届
け
出
に
必
要
な
も
の
や
届
出
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆住所が変わったら14日以内に届け出を

転 入 届
（ほかの市町村から
湯沢市へ住所を移し
たとき）

転入してから
14日以内

1　転出証明書
2　印鑑
3　身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
4　健康保険証
5　国民年金手帳、年金証書
6　所得課税証明書（児童手当・福祉医療申請）
7　預金口座番号の控え（児童手当・児童扶養手当申請者）
8　負担区分等証明書（後期高齢者医療被保険者）
　　※県内からの転入の場合は不要。
9　身体障害者手帳など（所持者）
10  住民基本台帳カード（所持者）
11  通知カードもしくは個人番号カード（所持者）

1　印鑑
2　身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
3　国民健康保険証（加入者）
4　後期高齢者医療被保険者証（該当者）
5　国民健康保険高齢受給者証（該当者）
6　福祉医療費受給者証（該当者）
7　印鑑登録証
8　在学証明書（国民健康保険加入の学生）
9　住民基本台帳カード（所持者）
10　個人番号カード（所持者）

1　印鑑
2　身分を証明できるもの（運転免許証、パスポートなど）
3　年金手帳
4　国民健康保険証（加入者）
5　後期高齢者医療被保険者証（該当者）
6　国民健康保険高齢受給者証（該当者）
7　福祉医療費受給者証（該当者）
8　身体障害者手帳など（所持者）
9　住民基本台帳カード（所持者）
10  通知カードもしくは個人番号カード（所持者）

届け出に必要なもの届け出の期間届け出の種類

転 出 届
（湯沢市からほかの
市町村へ住所を移す
とき）

転出する前
※転出予定日の14日前
から手続きできます。

転 居 届
（湯沢市内で住所を
移したとき）

転居してから
14日以内

『コーポレートフェロー日記』『コーポレートフェロー日記』『コーポレートフェロー日記』

▲取り組みの成果を報告する飯田さん

▲成果報告会終了後に記念撮影

　湯沢市の皆さん、こんにちは！
　コーポレートフェローで派遣されてきた、ＮＥＣソリューションイノベータ(株)の飯田眞悟です。
　皆さん、犬っこまつりは楽しめましたか？私は裏方として貴重な体験をたくさんさせてもらいました。
まずは、「ＦＭゆーとぴあ」のトッキーさんと、「ゆーとぴ
あネット」の松高さんのご厚意により、「駐車場アプリ」実
証実験の「ラジオＣＭ」を作成させてもらいました。ラジ
オから聞こえてきた「使ってねぇ~」は、耳障りだったかも
知れませんが、湯沢ではチーママキャラだったので勘弁し
てくださいね。ラジオのおかげで、多くの来場者に「駐車
場アプリ」をご利用いただけたようです。
　当日は、臨時駐車場案内係のお手伝いをしながら、実際
の現場で駐車場アプリの実証実験をして、多くの課題を見
つけることができました。今回の結果は、今後のイベント
に生かしてもらう予定です。
　それにしても吹雪の中の駐車場係は寒くて大変でした。
担当された皆さんにはいろいろお世話になり、心から感謝
です。（仲良くなっちゃいました）

　2月13日にフェロー活動もフィナーレを迎え、市役所本庁舎で成果報告会を行いました。
　この3カ月、全力で走り切った取り組みの成果や、湯沢
市への思いをお話ししました。私が手掛けたことや取り組
んできたことが、少しでも今後の行政の一助になれば幸い
です。
　フェロー活動は終わりましたが、これからは湯沢市を愛
するフォロー・飯田として、湯沢市のために小さいことから
コツコツと支援していく覚悟ですので、引き続きよろしく
お願いします。
　最後に、この3カ月間の活動を支えてくれた市職員の皆
さん、子育てママさん、優しく「チーママ！」と声をかけて
くれた市民の皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。本当
にありがとうございました！
　これにてフェロー日記は完結ですが、少しでも皆さんの
記憶に残れば幸いです。またどこかで会いましょう！

まつたか

いい だ しん  ご

＜フェロー期間に主に取り組んだこと＞
・オープンデータ研修会の開催
・データのオープン化に向けた準備、データの公開
・地域課題解決に向けたアプリケーションの開発
・臨時駐車場 Info@犬っこ祭りアプリ実証試験
・ラジオ出演によるオープンデータの啓発など

8
2017.03.15
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首都圏ふるさと湯沢会第12回総会が
　　　　　　　　　　　開催されました
首都圏ふるさと湯沢会第12回総会が
　　　　　　　　　　　開催されました

▲懇親会の前に行われた乾杯

▲和やかに行われた懇親会▲あいさつする伊藤市議会議長▲あいさつする齊藤市長 ▲あいさつする菅官房長官

　2月19日、首都圏ふるさと湯沢会の第12回総会が東海大
学校友会館（東京都千代田区）で盛大に開催されました。
　当日は、首都圏に住む湯沢市出身者など約160人が参加。
市からは、齊藤市長や伊藤市議会議長がお祝いに駆け付け
ました。
　総会終了後には懇親会が行われ、会場のあちらこちらで
秋田弁が交わされ、終始和やかな雰囲気に包まれました。
懇親会には、湯沢市出身の菅義偉内閣官房長官がお見えに
なり、同郷の皆さんと秋田弁を交え、気さくに話されてい
ました。参加者は、お互いにふるさとを懐かしみながら、
思い出話しに花を咲かせ、お酒を酌み交わしていました。 
　また、会場内には湯沢の物産の展示・販売コーナーが設
けられ、ふるさとの味を求める人でにぎわいました。

小原　マツヱ　
おばら

さん （下町）

おめでとうございます　100歳長寿

▲100歳の誕生日を迎えた小原さん

　大正6年2月18日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた小原さんの自宅を齊藤市長が訪問し、祝
い状とお祝い金を手渡しました。
　小原さんは、少し耳が遠くなりましたが、と
ても元気で身の周りのことは全て自分でやり、
普段は歌を歌ったり、折り紙や手芸をしたりし
て過ごしています。
　家族や市長から「100歳のお誕生日、おめでと
うございます。これからも元気に長生きしてく
ださい」と声を掛けられると笑顔で喜んでいま
した。

　このコンテストは、才能開発研究財団が豊か
な感性を持った児童を育てることを目的に、昭
和38年から毎年開催している顕彰事業で、齊藤
さんの研究テーマ「ふきの研究パート2」は、
約4万点の応募の中から選ばれました。
　齊藤さんは、「小さい時から、植物に興味を
持っていて、フキノトウが県の花だと知り、小
学3年生からフキの研究と観察を始めました。
自然の世界には植物と昆虫の関係など、いろい
ろな仕組みがありそうなので、今後も観察して
いきたいです」と語っていました。

　　【原料】　
　　　牛ふん、豚ふん、家畜し尿汚泥、　　
　　　豚尿滓渣、牛尿滓渣
　　【主な成分の含有量等】
　　　　      成　分　　　　　　  含　有　量
　　　窒素全量（％）　　　　　　　　1.1％
　　　りん酸全量（％）　　　　　　　1.7％
　　　加里全量（％）　　　　　　　　1.0％
　　　炭素窒素比（C/N比）　　　　　 15
　　【料金】
　　　　　2ｔダンプ1台（積載量 2.5 ㎥）
　　　区　分 　　　　　　   料　金
　　　配　達 　　　　　　  2,860 円
　　　センター渡し 　　  2,250 円

○申し込み・問い合わせ　湯沢市循環型農業推進センター（☎79‒2607）へ

　　【原料】　
　　　牛ふん、豚ふん

　　【主な成分の含有量等】
　　　　      成　分　　　　　     含　有　量
　　　窒素全量（％）　　　　　　　 0.95％
　　　りん酸全量（％）　　　　　　 0.91％
　　　加里全量（％）　　　　　　 　1.47％
　　　炭素窒素比（C/N比）　　　　   24
　　【料金】
　　　　　2ｔダンプ1台（積載量 2.5 ㎥）
　　　　区　分 　　　　         料　金
　　　   配　達 　　　　        5,110 円
　　　  センター渡し　　　　   4,500 円

　販売堆肥は、「湯沢エコ堆肥」と、畜尿が入った「湯沢エコユーキ堆肥」の二種類があります。窒素
成分を必要とする「ネギ」や「アスパラガス」などの茎菜類の栽培には「湯沢エコユーキ堆肥」がお薦
めです。少量での販売もしていますので、家庭菜園や花壇にも、ぜひご利用ください。

湯
沢
エ
コ
ユ
ー
キ
堆
肥

湯
沢
エ
コ
堆
肥

湯沢市循環型農業推進センターの『堆肥』を販売します！

市民の安心・安全
な暮らしの実現

▲協定を結んだ齊藤市長と櫻庭湯沢郵便局長

　
二
月
九
日
、
関
係
者
十
五
人
が
出
席
し
、

市
内
十
六
郵
便
局
と
市
が
、「
災
害
発
生

時
の
対
応
と
平
常
時
に
お
け
る
高
齢
者
等

見
守
り
活
動
の
相
互
協
力
及
び
道
路
損
傷

等
発
見
時
の
対
応
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
平
常
時
に
高
齢
者
の
見

守
り
活
動
や
道
路
の
損
傷
お
よ
び
不
法
投

棄
等
に
関
す
る
情
報
を
相
互
に
提
供
、
連

携
お
よ
び
協
力
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
し
た

か
た
に
郵
便
物
を
届
け
る
な
ど
の
被
災
者

支
援
を
行
う
た
め
に
、
郵
便
局
が
収
集
し

た
避
難
所
開
設
状
況
お
よ
び
避
難
者
リ
ス

ト
の
相
互
提
供
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
広
報
活
動
等
、
避
難
所
に

お
け
る
活
動
の
相
互
協
力
を
図
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
書
に
署
名
後
、
齊
藤
市
長
は「
災

害
時
の
協
力
に
加
え
、
平
常
時
も
情
報
提

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

不
便
、
不
安
の
解
消
と
、
さ
ら
に
市
の
防

災
力
を
高
め
る
た
め
、
郵
便
局
と
の
連
携

を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、櫻
庭
玲
子
湯
沢
郵
便
局
長
は「
先

の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
湯
沢
市
と
の
協
定
を
通
じ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
　
総
合
防
災
室
総
合
防
災

　
班（
☎
55
8
2
5
0
）へ

さ
く
ら  

ば
れ
い   

こ

「災害発生時の対応と平常時における高齢者
　等見守り活動の相互協力及び道路損傷等発
　見時の対応に関する協定」を締結

ＴＯＰＩＣＳトピックス

ゆ  き  こさいとう

第53回全国児童才能開発コンテスト科学部門
  『中央審査会委員長賞』受賞

湯沢東小学校4年   齊藤　由紀子 さん

ＴＯＰＩＣＳ　　　　　　　　トピックス

すがよしひで

※上記原料のほかに、もみ殻・おがくずなどの副資材が入っています。

とんにょう し   さ　    ぎゅうにょうし　さ



　

平
成
二
十
九
年
度
固
定
資
産
の
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧

帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
と
を
比
較
し
、
そ
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
閲
覧
制
度
は
固
定
資
産
の
所
有

者
が
、
自
分
が
所
有
す
る
資
産
の
固
定
資

産
税
の
課
税
内
容
を
閲
覧
で
き
る
制
度
で

す
。
借
地
・
借
家
人
な
ど
も
貸
借
料
な
ど

の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
土
地
・
家
屋
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
期　

間

・
縦　

覧
＝
4
月
3
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈬

・
閲　

覧
＝
通
年

※
い
ず
れ
も
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。

◯
と
こ
ろ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班
ま
た

は
各
総
合
支
所

◯
持
ち
物　

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
平
成
28
年
度
ま
た
は
29
年
度
の
納
税

通
知
書
や
課
税
明
細
書
、免
許
証
な
ど
）

②
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
そ
の
権
利

関
係
を
示
す
書
面
な
ど
③
印
鑑
（
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

◯
手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
無
料
（
期
間

を
過
ぎ
て
か
ら
の
閲
覧
は
一
部
に
つ
き

二
百
円
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
班

（
☎
55
8
0
9
5
）
へ

　
「
交
通
災
害
共
済
」と「
不
慮
の
災
害
共

済
」の
加
入
申
し
込
み
は
お
済
み
で
す
か
。

　

こ
の
共
済
は
、
市
内
に
居
住
し
、
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◯
掛
け
金　

①
交
通
災
害
共
済
＝
年
額
三

　

百
円
②
不
慮
の
災
害
共
済
＝
年
額
七
百

円
◯
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
掛
け
金
を
添

え
て
、
市
内
の
各
金
融
機
関
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活

環
境
班
（
☎
55
8
0
6
9
）
へ

　

認
知
症
の
人
や
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
が
、
懇
談
を
通
し
て
お
互
い

の
悩
み
な
ど
を
話
し
、
理
解
し
合
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
24
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
・
22

◯
内　

容　

参
加
者
同
士
の
懇
談

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
23
日

㈭
ま
で
長
寿
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認
知
機
能
低
下
を

原
因
と
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
講
習
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
新
設
】

　

七
十
五
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
認

知
機
能
が
低
下
し
た
と
き
に
起
こ
し
や
す

い
交
通
違
反
を
し
た
場
合
、
臨
時
に
認
知

機
能
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
臨
時
高
齢
者
講
習
の
新
設
】

　

検
査
の
結
果
、
認
知
機
能
の
低
下
が
認

め
ら
れ
る
場
合
、
臨
時
に
高
齢
者
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

【
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し
】

　

免
許
更
新
時
や
臨
時
の
認
知
機
能
検
査

の
結
果
、
認
知
症
の
恐
れ
（
記
憶
力
・
判

断
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
）
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
場
合
、
医
師
の
診
断
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
や
、
検

査
・
講
習
を
理
由
な
く
受
け
な
か
っ
た
場

合
、
運
転
免
許
取
り
消
し
な
ど
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
警
察
運
転
免
許
セ
ン

　
タ
ー（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
6
6
0
）

◯
受
験
資
格　

①
昭
和
62
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
②

平
成
8
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、

30
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み

の
人
（
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
た
人
も
可
）

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

3
月
31

日
㈮
〜
4
月
12
日
㈬

◯
第
1
次
試
験
日　

6
月
11
日
㈰

◯
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
（
☎
0
2
2
―
2
6
3

―
1
1
1
1
内
線
3
2
3
6
）
へ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2017.03.15
13

2017.03.15
12

平
成
29
年
度

交
通
災
害
等
共
済
の　

加
入
は
お
済
み
で
す
か

さ
さ
え
愛
懇
談
会

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

講
習
制
度
を
変
更

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
幹
部
候
補
生（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）】

・
応
募
期
限　

5
月
5
日
㈮

・
試
験
日　

5
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

※
十
四
日
は
飛
行
要
員
の
み
の
試
験
。

・
試
験
会
場　

秋
田
大
学

【
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
）】

・
応
募
期
限　

4
月
7
日
㈮

・
試
験
日　

4
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫
の
い

ず
れ
か
一
日
指
定
さ
れ
ま
す

・
受
験
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

【
予
備
自
衛
官
補（
技
能
公
募
）】

・
応
募
期
限　

4
月
7
日
㈮

・
試
験
日　

4
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫
の
い

ず
れ
か
一
日
指
定
さ
れ
ま
す

・
受
験
資
格　

18
歳
以
上
で
募
集
要
項
に

示
す
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人

◯
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力

本
部
横
手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2

32
3
9
2
0
）
へ

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス　

http://

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）】

・
受
付
期
間　

3
月
31
日
㈮
午
前
9
時
〜

4
月
10
日
㈪
（
受
信
有
効
）

・
第
1
次
試
験
日　

4
月
30
日
㈰

・
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局
第

二
課
（
☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0
2

 

2
）
へ

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

・
受
付
期
間　

4
月
7
日
㈮
午
前
9
時
〜

19
日
㈬
（
受
信
有
効
）

・
第
1
次
試
験
日　

6
月
18
日
㈰

・
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局
第

二
課
（
☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0
2

 

2
）
へ

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
程
度
）】

・
受
付
期
間　

6
月
19
日
㈪
午
前
9
時
〜

28
日
㈬
（
受
信
有
効
）

・
第
1
次
試
験
日　

9
月
3
日
㈰

・
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局
第

二
課
（
☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0
2

 

2
）
へ

【
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

（
大
卒
程
度
試
験
）】

・
受
付
期
間　

3
月
31
日
㈮
午
前
9
時
〜

4
月
12
日
㈬
（
受
信
有
効
）

・
第
1
次
試
験
日　

6
月
11
日
㈰

・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
労
働
局
総
務
課
人

事
係
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
6
6
8

 

1
）
へ

【
金
属
加
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
】

・
定　

員　

15
人

◯
と　

き　

5
月
9
日
㈫
〜
10
月
30
日
㈪

／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
24

日
㈮
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
訓
練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―

3
1
7
8
）
へ

【
山
の
写
真
展
】

　

湯
沢
山
岳
会
の
会
員
が
撮
影
し
た
山
の

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
17
日
㈮
〜
20
日
㈪
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

【
神
室
サ
ミ
ッ
ト
】

　

日
本
二
百
名
山
「
神
室
山
」
の
魅
力
を
、

新
庄
・
金
山
・
最
上
・
湯
沢
の
山
男
が
語

り
ま
す
。

　

ど
な
た
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
18
日
㈯
午
後
2
時
〜
5

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

25
・
26

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
山
岳
会
酒
樹
（
☎

0
8
0
―
5
2
2
0
―
4
9
5
8
）
へ

◯
と　

き　

3
月
21
日
㈫
午
後
2
時
45
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

1
研
修
室

◯
問
い
合
わ
せ　

県
南
オ
カ
リ
ナ
湯
沢
室

日
高
見
（
☎
0
9
0
―
4
9
1
8
―
4

 

6
7
4
）
へ

オ
カ
リ
ナ
初
心
者
体
験
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
無
料
）

自
衛
官
募
集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

第
３
回
山
の
写
真
展

第
１
回
神
室
サ
ミ
ッ
ト

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ゆ
ざ
わ
3
月
1
日
号
24
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

誤　

安
部
昭
恵
さ
ん

　
正
　
安
倍
昭
恵
さ
ん



　

健
康
保
険
料
率
は
、
全
国
と
の
医
療
費

格
差
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
四
月
納
付
分

か
ら
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

▼
健
康
保
険
料
率
＝
10
・
16
％

▼
介
護
保
険
料
率
＝
1
・
65
％

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

全
国
健
康
保
険
協

会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
秋
田
支
部
（
☎

0
1
8
―
8
8
3
―
1
8
4
1
）
へ

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）受

け
入
れ
や
、
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

3
月
22
日
㈬
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
10
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
講　

師　

関せ
き　

陽よ
う

平へ
い

さ
ん
（
じ
ゃ
ら
ん

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
観

光
物
産
協
会
（
☎
73
0
1
4
5
）
へ

　
「
湯
沢
雄
勝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
と

「
湯
沢
雄
勝
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
に
、

ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
際
の
処
理
手
数
料

が
変
わ
り
ま
す
。

【
家
庭
系
ご
み
】

　

•
五
十
三
円
↓
六
十
四
円
／
十
キ
ロ
グ

ラ
ム

【
事
業
系
ご
み
】

　

•
百
八
円
↓
百
三
十
円
／
十
キ
ロ
グ
ラ

ム

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
業
管
理
課
（
☎
73

9
6
9
0
）
へ

◯
と　

き　

3
月
18
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

美
術
刀
剣
鑑
賞
会
と
解
説

◯
講　

師　

池い
け

田だ

吉よ
し

男お

さ
ん
（
秋
田
市
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

日
本

　

美
術
刀
剣
保
存
協
会

　

羽
後
秋
田
支
部
事
務

　

局
佐
藤
（
☎
73
4
8

 

6
5
）
へ

４
月
納
付
分
か
ら

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険

料
率
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

『
ご
み
処
理
手
数
料
』
が

変
わ
り
ま
す

「
刀
剣
講
座
」
を開

催
し
ま
す

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
す

　給付金の支給を受け
るためには、所定の手
続きが必要となります
ので、制度の内容や申
請方法など詳細につい
ては、ハローワーク湯
沢の雇用保険担当窓口
までご相談ください。
○問い合わせ　ハローワーク湯沢（☎73‒6117）

育児休業給付金

介護休業給付金

育児・介護休業を取得した場合
賃金助成の制度があります!
育児・介護休業を取得した場合
賃金助成の制度があります!
　雇用保険の被保険者の人が、一定の要件を満た
すと給付金の支給を受けることができます。

原則１歳未満の子を養育す
るために、育児休業を取得
した場合

対象となる家族を介護する
ために、介護休業を取得し
た場合

◯申し込み・問い合わせ
　あきた結婚支援センター（☎0800-800-0413）へ

　「あきた結婚支援センター」は、県、県内全市町村、
民間団体が共同で運営している団体です。
　会員登録制のマッチング（お見合い）や出会い
イベントの開催・情報提供により、出会いや結婚
を希望する独身のかたを応援しています。　
　会員登録された会員の中から、パソコンの検索
システムで相手を選びます。コーディネーターが
登録からお付き合いまで相談を受けますので、安
心して利用できます。また、「結婚なんでも相談窓
口」も開設していますので、気軽にご相談ください。
○入会条件　県内に住んでいるか勤めている人、
または県内に移住などを予定している人で、結
婚を誠実に希望し自ら努力される20歳以上の人

○入会登録料　10,000円（3年間有効）

1,922人

登録者数

1,206人

男　性

716人

女　性

939人

成婚者数

  「あきた結婚支援センター」が
　　　　　　　　　 応援します

(平成28年12月末現在)

結婚を考えているかたへ…

2017.03.15
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人口と世帯数の動き人口と世 数の動き
２月末現在

●人口
男
女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

46,968人
22,450人
24,518人

（－58人）

（－18人）

（－40人）

18,042世帯（－8世帯）

「洗濯表示」 が変わりました !
　衣類に付いている、
洗濯などの取扱い表
示記号（洗濯表示）
が変わりました。
　洗濯表示は 「家庭
洗濯」 「漂白」 「乾燥」
「アイロン」 「クリー
ニング」 の5つの基
本記号で構成され、
記号の種類は22種類から41種類に増えました。
　衣類などの縮みや色落ちなどの洗濯トラブ
ルを防ぐために、適切な洗濯や干し方を確認
しましょう。
　新しい洗濯表示記号は、消費
者庁ホームページをご参照くだ
さい。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　（市役所本庁舎１階、☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）
ごみの分別 ひと口メモ

平成29年度小町娘募集
　小町まつりの主役を務める七人の 「小町娘」 を募
集します。自薦、他薦は問いません。
○応募資格
•市内に在住または市内に勤務している18歳以上の
　未婚の女性
•小町まつりまでの約1カ月間（土・日曜日、祝日
　を除く） 練習に参加できる人
•小町まつり終了後1年間、観光キャンぺーン・イ
　ベントに参加できる人
○応募方法　所定の応募用紙に記入し、期日まで提
　出してください
○応募期限　4月14日㈮
○申し込み・問い合わせ
　湯沢市雄勝観光協会（☎52-2200）へ

　小町まつりの主役を務める七人の 「小町娘」 を募
集します。自薦、他薦は問いません。
○応募資格
•市内に在住または市内に勤務している18歳以上の
　未婚の女性
•小町まつりまでの約1カ月間（土・日曜日、祝日
　を除く） 練習に参加できる人
•小町まつり終了後1年間、観光キャンぺーン・イ
　ベントに参加できる人
○応募方法　所定の応募用紙に記入し、期日まで提
　出してください
○応募期限　4月14日㈮
○申し込み・問い合わせ
　湯沢市雄勝観光協会（☎52-2200）へ

『その他プラスチック』の
出し方について

　最近「その他プラスチック」の分別に関する
問い合わせが増えています。誤った出し方をす
ると回収されないことがありますので『湯沢市
ゴミ分別表』をよく確認し出してください。

※ごみ袋には、必ず「町内名」と「氏名（フル
ネーム）」を書いてください。

限りある資源のリサイクルに向けて、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
限りある資源のリサイクルに向けて、

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

●　 マークの付いた容器包装類（お菓子の
袋、食品トレイ、ペットボトルのラベルや
キャップなど）
●切り刻まずに、汚れを落としキレイな状態
の物（汚れが落ちないもの、発泡スチロー
ル、白色トレイは「もえるゴミ」へ）

 ≪分別方法≫
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　平成29年度市民健（検）診の申し込みを受け付けしています。
　各世帯に届く 「健（検）診確認書」 に受診を希望する健（検）診を記入して申し込みください。まだ 「健（検）診確認書」
を提出していない人は、受診の有無にかかわらず健康対策課か各総合支所市民サービス班に届けてください。
　市で実施する各種健（検）診は日時や会場が指定されていますが、検診料金の負担が少なく受診した後も市の健康増
進のサポートを受けられますので、進んで受診しましょう。

■申し込みを受け付けている各種健（検）診（年齢は、平成29年度の誕生日で到達する年齢です）

健（検）診の申し込みを受け付けしています
◯問い合わせ　健康対策課（☎73-2124）へ

後期高齢者医療被保険者
65歳以上（結核検診か肺がん検診のいずれか）
40歳以上
40歳以上
40歳以上
50歳以上の男性
20～39歳（全員）と40歳以上（偶数年齢）の女性
40歳以上の偶数年齢の女性

40～74歳の湯沢市国民健康保険被保険者と
生活保護受給者

胸部エックス線検査
問診、胸部エックス線検査、喀痰検査（必要な人のみ）
問診、便潜血反応検査
問診、胃部エックス線検査
問診、血液検査
問診、視診、細胞診、超音波検査
問診、乳房エックス線検査

身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査など
後期高齢者健康診査
結　　核　　検　　診
肺　が　ん　検　診
大 腸 が ん 検 診
胃　が　ん　検　診
前 立 腺 が ん 検 診
子宮頸部がん検診
乳　が　ん　検　診

健（検）診名 対 　 　 象 　 　 者 検 　 査 　 内 　 容

特 定 健 康 診 査

※骨粗鬆症検診は申し込み制を廃止し、対象年齢の方全員に受診案内を発送することになりました。

◯問い合わせ
　農業委員会事務局（☎73‒2138）へ

　平成28年1月から12月まで締結（公
示）された賃貸借における賃借料水
準（10ａ当たり）は、右表のとおり
になっています。農地の貸し借りを
行う場合には、この貸借料情報を参
考に当事者間の話し合いで貸借料を
決定してください。

湯沢市
賃借料情報

683
85
97
113
260
57
61
11
16
190
2
17
34
48
380
4
37
17
12
61
8
7
15

岩 崎 地 区
弁 天 地 区
幡 野 地 区
山 田 地 区
三 関 地 区
須 川 地 区
高 松 地 区
湯 沢 地 区

稲 庭 地 区
三 梨 地 区
川 連 地 区
駒 形 地 区

上 院 内 地 区
下 院 内 地 区
寺沢・横堀地区
秋 ノ 宮 地 区
小 野 地 区
桑 崎 地 区
泉 沢 地 区

1,900円
7,000円
8,300円
10,000円
8,300円
10,000円
3,000円
1,900円
10,000円
7,000円
10,000円
7,000円
10,000円
8,000円
4,500円
9,000円
8,000円
4,500円
6,000円
6,700円
10,000円
8,000円
11,000円

20,000円
19,000円
19,000円
15,000円
19,000円
19,000円
15,000円
4,900円
20,000円
15,000円
10,000円
12,000円
13,000円
15,000円
16,400円
9,000円
10,000円
10,000円
10,000円
16,400円
15,000円
10,000円
11,000円

12,700円
12,300円
12,200円
11,100円
14,000円
13,800円
9,100円
3,000円
14,500円
10,100円
10,000円
9,300円
11,700円
12,000円
9,100円
9,000円
9,600円
8,100円
7,300円
10,600円
11,600円
9,400円
11,000円

23㎏
皆 瀬 地 域

52㎏
雄 勝 地 域

39㎏
稲 川 地 域

63㎏
湯 沢 地 域

54㎏
湯沢市全域

【田（水稲）の物納平均値：参考】 単位：10ａ当り

【田（水稲）の賃借料平均値：参考】 単位：10ａ当り

湯　沢　地　域

稲　川　地　域

雄　勝　地　域

皆　瀬　地　域

平 均 額地　域　名 最 高 額 最 低 額 データ数

※平成21年の農地法改正で、標準
小作料から賃借料の情報提供に代
わりました。
※データ数は集計に用いた筆数で
す。
※貸借料は物納支給（水稲）とし
ている部分は除いています。
※金額は算出結果の100円未満を
切り捨てしています。

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

仙　　　道
鍛冶屋布１
上　　　村
梺　　　３

82
89
89
95

2.15
2.17
2.21
2.22

2月28日届け出分まで

　　子
芳　郎
哲　夫
清　志

17
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●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

はやと

りくと

え　な

あきと

り　な

2.15

2.15

2.17

2.18

2.20

2.27

俊一さん・智惠さん

数人さん・智子さん

貴大さん・景子さん

直哉さん・雅美さん

健さん・菜生さん

拓也さん・未希さん

愛宕町第６

元清水第１

六 日 町 上

六 日 町 上

西新町第1の2

六 日 町 下

2.15
2.16
2.16
2.17
2.18
2.18
2.18
2.18
2.19
2.19
2.20
2.20
2.20
2.20
2.21
2.23
2.23
2.24
2.24
2.26
2.27
2.27
2.27
2.28

84
79
85
87
84
82
94
93
93
80
84
86
90
75
83
94
76
80
75
89
101
95
58
88

外前森第２
掵　　　上
六 日 町 上
酒　　　蒔
さつき町第3
杉沢新所上
内　森　合
平　和　町
内前森第３
外前森第２
杉沢新所下
上　倉　内
清水町第4の2
田 町 第 ３
平　和　町
横　　　山
中学校通り
さつき町第1
元清水第２
森　　　上
西 大 通 り
八　幡　林
山田団地第1
内前森第２

よし子
哲　郎
弘
修　一
章　子
本　人
良　巳
宏
謙
弘　子
良　輔
正　資
一　夫
和　彦
宏　明
養　一
本　人
テ　ル
キヌ子
浩　見
正　勝
信　一
朋　司
宏　之

佐々木チヱ子さん
髙 野　ト モさん
日 野　謙 治さん
藤 谷　ツ ヤさん

2月28日届け出分まで

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

赤　　　塚
中　　　央
下　旭　町
新　馬　場
上　寺　沢
中　　　泊

91
59
85
69
93
94

2.15
2.22
2.23
2.23
2.25
2.27

加 藤　ナ カさん
菅　　　　学さん
押 切　恒 雄さん
長 倉　政 彦さん
河 村　 　寛さん
髙 𣘺　雄 三さん

※「おくやみ」は４月１日号で終了させて
いただきます。

順　子
尚　美
愼　一
和　子
金　男
優　一

加 藤 徳治郎さん
大 山　チ エさん
高 橋 マサ子さん
赤 平　 　良さん
三 浦　岑 夫さん
榊 原 ツマ子さん
橋 本　チ ヨさん
小松田 ユ キさん
柴 田 ミチ子さん
高 橋　英 一さん
榊 原 千代子さん
髙 久 ハツヱさん
加賀谷 フ ヨさん
笹 木　ウ タさん
佐 藤　尚 志さん
高 橋　ト キさん
竹 田　紀 子さん
佐々木 富 藏さん
佐々木 賢 明さん
渡 部　長 助さん
上 田 トクヱさん
髙 橋　キ クさん
永 沢　　 薫さん
渡 部 金之助さん

吉 崎　颯 人くん

樋 口　睦 人くん

高 橋　英 那ちゃん

髙 橋　煌 人くん

西 村　里 奈ちゃん

原 田　め いちゃん



 

広報

3.15  Vol.287

このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。
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